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脱輪防止機構のしゅう動部が摩擦なく理想的に運動する
場合，脚が浮き上がる挙動に追従して中ロッカが回転し，
装置は脱輪を防止する．実際には，しゅう動部の摩擦が中
ロッカの回転を妨げるため，装置の脱輪防止性能が低下す
る．そこで，本装置では，左右の中ロッカの間に予圧縮を
負荷したコイルスプリングを組み込むことで，中ロッカが
回転する方向に予荷重を与え，車輪とレールの接触力を高
めている．
また，脚の浮き上がり吸収後の着地時に発生する荷重を
低減することを目的として，左右の中ロッカをつなぐよう
に油圧ダンパを設置した．この油圧ダンパは，浮き上がり
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浮き上がりを吸収する場合
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と，脱輪防止機構を組み込んだクレーンの応答を比較する
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一方で，レベル 1 地震動に対してはすべてのクレーンが
脱輪を防止することが求められている．
本装置は，中ロッカを改修した簡便な装置であり，既設
クレーンへのレトロフィットも容易であることから，この
ような岸壁に設置されるクレーンの脱輪防止に適してい
る．試作機では鉛直方向のストロークが約 80 mm である
が，中ロッカの規模や回転角度の調整によって，さらに大
きな浮き上がり変位を吸収することも可能である．また，
免震装置と併用することで，レベル 2 地震動に対する脱
輪防止性能を高めることも可能である．本装置は，試作機
を用いた荷重試験と実クレーンを想定した地震応答解析に
よって，実クレーンの脱輪防止に対する成立性を確認し
た．
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